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地域おこし協力隊は、人口減少や高齢化などに悩む地方自治体が、都市住民を受入れ委嘱。農林漁業の応援、住民の
生活支援などの「地域協力活動（※）」に従事してもらい、あわせてその地域への定住・定着を図りながら、地域の充
実・強化を目指す総務省の取り組みです。平成 29年度現在、若狭町では 5人の協力隊員が活躍中！

　広報わかさでは、若狭町の地域おこし協力隊について、2016 年 6 月号紙面で特集しました。それから約 1年、4人の環境
や思いはそれぞれに変化し、本年度、新しい仲間も増えました。
　全国では 4000 人を上回る隊員が 800 余りの自治体で活動しています。各地では、単なる職員補充の代用になっていたり、
着任したら受け入れ先がなかった、任期後の将来設計が全く立たない、というような問題のある状況も発生していますが、
反面、限界集落に大勢の人を呼び込み、もともとあった文化を継承発展させ、自らの生業を生み出す隊員も存在します。
　若狭町の隊員たちは、どのような活動を展開しているのでしょうか。

地域おこし協力隊の仕組み
□お金の仕組み：国→地方交付税 ( 隊員 1人当たり：報償費 250 万上限 +活動費＝ 400 万 ) →自治体→隊員
□勤務形態：自治体と隊員の間で決められ、取り組みに応じて必須な活動や拘束時間が決められる

地域おこし協力隊の活動例
◯地域おこしの支援…
　・地域行事やイベントの応援、伝統芸能や祭の復活・地域ブランドや地場産品の開発・販売・プロモーション
　・空き店舗活用など商店街活性化・都市との交流事業・教育交流事業の応援、移住者受け入れ促進
　・地域メディアなどを使った情報発信
◯農林水産業従事　◯水源保全・監視活動　◯環境保全活動　◯住民の生活支援…・見守りサービス、通院 ･買物のサポート
◯その他…・健康づくり支援・野生鳥獣の保護管理・有形民俗資料保存・婚活イベント開催 等

※「地域協力活動」とは、地域力の維持や強化を図る活動で、具体的内容は個々の能力や適性および各地域の実情に応じ、地方自治体が自主的な判断で決定する。
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　伏見さんは、昨年のインタビュー時には若狭
町へ来たばかりでした。昨年 8月、兼田から梅
ケ原へ引っ越し、梅栽培の大まかな流れを学び
取りました。来年 4月には独立予定です。
　「梅農家の現実として、高齢化などで放棄地
候補の畑が多いんです。そんな中、良い畑を借
りられるお話をいただき、5年かけて生産量を
10t にする計画を立てています。農協への出荷
と直売、給付金なども利用しながら、その間に
自分だけで食べていけるようになりたい。なん
とか未来が見えてきた感じです」
　物づくりがしたくて農業の道を選んだ伏見さ
んは、梅ジャムや梅干しなどの加工品の研究も
されています。不安だったセールスルートの開
拓も、目処が立ってきた、とのこと。
　新しい集落や町には、もう馴染めましたか？ 
「集落の方はよくしてくださいますし、おかげ
さまで打ち解けています。地域の農家さんたち
には色んな思いがあり、衝突することもありま
す。でも、しっかり話し合えば自分の立場も分
かっていただけますし、相手の立場もわかるん
です。やりたいことをちゃんと声に出すことは
大切ですね」
　衝突を恐れず、まず「こうしたいです」と言
う勇気。伏見さんのまっすぐな姿勢を見習いた
いと思いました。

　2019 年 1 月末で協力隊を卒業する坂野さん。
「現在、耕作放棄地を梅畑としてよみがえらせ
るための作業中です。梅が十分に実をつけるま
でにあと数年はかかります」お話を聴きながら、
農業は根気が必要、と再確認しました。
　畑での作業だけではありません。独立後の
セールスルートの準備も着々と進めていらっ
しゃいます。
　常に穏やかな笑顔が印象的な坂野さんに、率
直に聞いてみました。ホームシックになりませ
んか？
　「大阪出身なのですが、若狭町は関西に近く、
知人との距離も近いので、ホームシックにはな
りません。プライベートでは、音楽イベントの
実行委員をしたりと、地域のみなさんと交流す
る機会もいただき、楽しく過ごさせてもらって
います」 
　なるほど、オンもオフも充実していらっしゃ
る様子。坂野さんはドラムの演奏もされるとか。
街角で見かけたら、ぜひ声をかけてみてくださ
いね。
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　三方庁舎 2 階、またはあちらこちらのイベン
トで、阪野さんを見かける！という方も多いで
しょう。「最近ですか？ 1年が本当に早いです」
と、穏やかに話されますが、頭は常に、冷静に
フル回転しているのでしょう。阪野さんの協力
隊としての任期は、残り 1年半です。
「まちづくりは、行政、住民すべてに役割があ
ると思っています。地域社会の課題は複雑化し
ていますが、それぞれが役割を担いながら、お
互いが対等で刺激し合う本当の意味での協働事
例がどんどん出てくれば、もっと楽しい町にな
ると信じています」
　例えば、空き家を活用した事業や、農家民泊
や 6次産業化に取り組む人たちとの事業化構想
や、色々な地域の人から NPO 法人を作りたい
という相談も徐々に増えてきているとか。
「一人のこんなことやりたい！に共感して仲間
が集まって出来るのが NPO 法人です。町内の
色々なところに埋もれている、一人ひとりのや
りたいという気持ちをもっと探し出そうと思っ
ています。また、若狭町では地域づくり協議会
が新しい自治組織として機能していくことが求
められているので、一緒に色々なことをやって
いきたいです。あとは、地域おこし協力隊のみ
んなや若い世代の人たちと共に活動すること
で、 若者の自己実現と町の活性化を同時に叶え
ていけたらいいなと思っています 」
　力強い言葉をいただきました。「ついていき
ます！」と、心の中で叫んだスタッフでした。

　目前に迫った今年 10 月までが任期の宇野さ
ん。着任すぐから、道の駅三方五湖の店長にな
るべく、さまざまな勉強をしてきました。
　道の駅経営は宇野さんにとっては全く新しい
分野の仕事だったため、まず県内外の道の駅に
研修に行ってノウハウを学び、町内では町の産
業を知るために農家漁家を訪ねました。商品販
売も接客も、観光も事務作業も初めての世界で、
学ぶことの連続でした。
　道の駅オープンから 2 年 4 ヶ月が経過し、
「やっと道の駅の業務を覚えたところで任期を
終えることになります。どうしましょう(苦笑)」
　退任後の仕事をどうするか、どうしたいのか。
与えられた立場と真剣に向き合い、これからの
人生を模索中です。
「これまでは学ばせてもらってばかりで、自分
の中にあるものはあまり発揮できなかったと思
うんです」でも…と続けて「生産者の方々とた
くさん出会え、道の駅にいてくれて良かったと
言ってもらえることもあります。それに、町の
特産品の素晴らしさも知りました。食品表示な
ど、新しく学んだことと、栄養士として学んで
きたことを生かして、特産品開発や新商品の開
発などに向けても動きたいと思っています」
　たくさんの人と出会い、ものと出会い、これ
まで以上のノウハウを身に付けた彼女。これか
らどんなふうに羽ばたいていくのか期待したい
ですね。
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　鈴木さんは今年 4月に若狭町に来たばかり。
地域おこし協力隊の新しい仲間です。
「若狭町のことを何も知らず、ただ『若狭里っ
こ保育』に魅力を感じて、ここへ来ました」と
話す鈴木さんの行動力には脱帽です。インタ
ビュー時は車の免許取得に向け、がんばってお
られました。
　そして、保育所でのお仕事はもちろん、町で
の生活に慣れたり、近隣市町の協力隊の仲間と
交流したり。忙しい日々を送っています。
「もう少しして余裕ができたら、お世話になる
若狭町のお役に立てるよう、移住者目線での発
信をしていきたい」と、意欲的。

　気山保育所での鈴木さんは、さくらんぼ組（年
少組）の副担任です。
「若狭里っこ保育は、現場に入ると想像よりずっ
と奥が深かったんです。子ども一人ひとりの可
能性を伸ばす、それゆえ保育士の質が問われま
す。難しいです」
　でも、しっかりと学び取りたいんです、と鈴

木さんは目を輝かせます。
　鈴木さんは、「若狭里っこ保育は、大人になっ
てからも自分の心の支えになる」と言います。 
幼少期に自分で考えて工夫したり、友達と協力
してとことん遊び込む体験をすることで、自分
を好きな子になり、壁を乗り越える力がつく。
そんな強い子どもを増やしたい。教え子たちに
は、自分の手が離れたところでも笑顔でいてほ
しいと、鈴木さんはまぶしい笑顔で夢を語って
くれました。また、若狭町で学んだことを関東
にも伝えたい、と思っているそうです。

　さて、11 月 25 日、パレア若狭で「ミュージッ
クツリーコンサート」が開催されます。「ミュー
ジックツリー」は、鈴木さんが音楽仲間と一緒
に活動されている演奏団体。子どもも大人も楽
しめるミュージカルだそうなので、鈴木さんの
応援と、素敵な生演奏を楽しみたいですね。
　ピアニストでもある鈴木さん、若狭町の音楽
シーンにもいい風を吹かせてくださることで
しょう♪

町内のあちこちで活躍してくれている、地域おこし協力隊
員。見ず知らずのこの町にやってきて、若狭町を元気づけ
るために力になろうと奮闘してくれています。
新しい職場に新しい挑戦。それぞれに悩みも壁もあって、
もしかしたら私たちがほんの少し耳を傾けるだけで解決す
ることもあるのかもしれません。
若狭町の人たちと力を合わせて町の魅力アップを図ろうと
思ってくれている彼らの心意気に、私たちも精一杯応えて
いきたいですね。

取材：NPOわかさ Reco.

広報わかさ 2016 年 6月号 地域おこし協力隊特集より
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I N F O R M A T I O N

農地転用には許可が必要です

　　　期　間 イベ ン ト 場所 問い合わせ

  9/2（土）～ 4（月）  敦賀まつり 敦賀市  敦賀市商工貿易振興課 TEL 0770-22-8122

9/17（日）～ 18（月祝）　第 9回 和田 de 路地祭 高浜町　   和田ｄｅ路地祭実行委員会           TEL 0770-72-7711

　　　9/24（日） 　　　　マキノカントリーフェスタ 2017                  高島市 マキノツーリズムオフィス　　 TEL 0740-28-8002

9/30（土）～ 10/1（日）    おおいうみんぴあフェスタ 2017　             おおい町　おおい町産業振興連絡協議会　  TEL 0770-77-4055

10/7（土）～ 8（日） OBAMA食のまつり 小浜市  OBAMA食のまつり推進委員会 TEL 0770-53-1111

　　　10/14（土） 第 34 回長浜火縄銃大会 長浜市  長浜出世まつり実行委員会　     TEL 0749-65-6521

10/14（土）～ 15（日） 第 30 回美浜町民レガッタ 美浜町  美浜創生戦略課 　　　　   TEL 0770-32-6715

　　　10/29（日）　　　   びわ湖の素 · 米原グルメライド 米原市　   米原市商工観光課 TEL 0749-58-2227

福井県嶺南＆滋賀県湖北・湖西イベント情報（9～ 10月）

※福滋県境交流促進協議会は、滋賀県と福井県の９市町が県境を越えて交流を深め、協力していくことで、
　それぞれの魅力あるまちづくりに役立てていくことを目的としています。 

【会員市町】　滋賀県  長浜市・米原市・高島市
福井県  敦賀市・美浜町・若狭町・小浜市・おおい町・高浜町

問い合わせ：福滋県境交流促進協議会事務局（敦賀市ふるさと創生課内）　TEL  0770-22-8111

農地パトロールを実施します

若狭町農業委員会では
優良農地を守るため、農地法に基づき

町内全農地の農地パトロールを実施します。

※農地に立ち入っての調査を行う場合もありますの
でご理解をお願いします。

※遊休農地は火事や病害虫の発生、鳥獣害、不法投
棄等の原因となりますので、農地の適正な管理を
お願いします。

農地パトロール実施期間：8 月 31 日～ 9月 20 日

問い合わせ：農業委員会事務局
TEL  0770-45-9102（若狭町農林水産課）

農地を農地以外のもの（宅地等）にする場合、
県知事の許可が必要です。

　無断で転用した場合、農地法違反となり、処罰の
対象となります。
　また、農地を耕作目的で埋立（形状変更）する場
合も、事前に農業委員会への届け出が必要となりま
す。周辺農地等の被害防除対策、用排水路などへの
支障の有無、無断転用と区別するために埋立届の提
出をお願いしています。
　詳しくは農業委員会事務局までお問い合わせくだ
さい。

問い合わせ：農業委員会事務局
TEL  0770-45-9102（若狭町農林水産課）
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速報メール等により緊急情報をお知らせします。

メッセージ

「若狭町まつり（若祭）」開催中止のお知らせ

若狭町の９月の恒例イベント
「若狭町まつり（若祭）」を

今年度は中止させていただきます。

　若狭町まつりの会場である「縄文ロマンパー
ク」の再整備工事と、同パーク内での「年縞研
究展示施設」の建設工事により、イベント会場
として使用ができないため、今年の開催中止を
決断させていただきました。
イベントの開催を楽しみされていた町民の皆
様および関係者の皆様には大変申し訳ございま
せんが、ご理解いただきますようお願い申し上
げます。

問い合わせ：若狭町まつり実行委員会
（事務局：若狭町総合戦略課観光交流室）

TEL  0770-45-9111

福井しあわせ元気国体 2018
～プレ大会開催のおしらせ～

『福井しあわせ元気国体 2018』において若狭町では
正式競技「オープンウォータースイミング」と
公開競技「グラウンド・ゴルフ」
　　　　  「ゲートボール」
が行われます。今秋、本大会に向けてプレ大会が開
催されます。

◇ゲートボール　プレ大会
期日：9月 23 日（土）
場所：若狭さとうみパーク

◇グラウンド・ゴルフ　プレ大会
期日：10 月 15 日（日）
場所：若狭さとうみパーク・三方グラウンド

～運営ボランティア募集しています～
大会当日の受付・案内・会場美化等にご協力いただ
ける方は、下記までお問い合せ下さい。

問い合わせ：総合戦略課 国体推進・地域活性化室
TEL  0770-45-9112

問い合わせ：環境安全課　TEL  0770-45-9126
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INFORMATION

石綿関連疾患に関する労災補償制度等について

労働者として石綿にさらされる作業に
従事していたことが原因で、

中皮腫、肺がんなどを発症したと認められた場合に
は、労災保険給付や特別遺族給付金が支給されます。

まずは、労働局または労働基準監督署に
ご相談ください。

問い合わせ：
福井労働局労災補償課　TEL  0776-22-2656
敦賀労働基準監督署　　TEL  0770-22-0745

農業委員と農地利用最適化推進委員が決まりました

司法書士無料相談会開催

　判断能力の衰えた高齢者を狙った悪質な商法や
詐欺商法は、 一向に減少する気配がありません。 
また、 高齢者や障害がある方に対する虐待事例も
増加傾向にあります。

　成年後見制度は、認知症や知的障害・精神障害
等により判断能力が不十分な方々が財産侵害を受
けたり、人間としての尊厳が損なわれたりするこ
とがないように、法律面や生活面で保護・支援す
る身近な仕組みです。
　ご本人はもちろん、ご親族や養護者の方々の
不安やご相談にお応えします。

■日時：9月 23 日（土）9：00 ～ 16：00
■場所：司調合同会館（福井市下馬 2丁目 314）
※予約不要、相談料無料

問い合わせ：
福井県司法書士会　TEL  0776-43-0601

昨年 4月に施行された、改正農業委員会法に基づく初めての改選が行われ、
農業委員に 15 名が任命されました。

また、今回の法改正により、新たに設置された農地利用最適化推進委員に 8名が委嘱されました。
いずれも任期は平成 32 年 7月 19 日までの 3年間です。農地利用最適化推進委員は

農地の集積、耕作放棄地発生防止・解消、新たな担い手の参入支援などの業務を行います。

■農業委員（◎は会長、〇は会長職務代理者）50 音順

　赤尾信義（田井野）
　今井潤一（佐古）
　大塩秀一（横渡）
　河村長俊（相田）
　倉谷典彦（下野木）
　島田一郎（無悪）
　千田秀之（鳥浜）
　竹内成子（海士坂）

■農地利用最適化推進委員   50 音順

桑原治樹（杉山）
玉井実（三宅）
中村長浩（上吉田）
檜鼻五郎太夫（大鳥羽）
百田信治（相田）
森勝彦（田上）
山口市郎（気山・中村）
渡辺直輝（成出）

問い合わせ：農業委員会事務局（農林水産課）　TEL  0770-45-9102

◎中塚文和（下吉田）
　橋本治夫（安賀里）
　福田寛城（武生）
　藤本和美（北前川）
○松村登美江（鳥浜）
百田正三（神谷）
吉村義美（上野）
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郵便貯金の払い戻しには期限があります

クマ出没注意 !

知っていますか？建退共制度

　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき、
建設現場労働者の福祉の増進と建設業を営む中小企
業の振興を目的として設立された退職金制度です。
　労働者が建設業界で働くのをやめた時に、労働者
が働いた日数に応じて建退共から退職金を支払うと
いう業界全体の退職金制度です。

■加入できる事業主：建設業を営む方
■対象となる労働者：建設業の現場で働く人
■掛金：日額 310 円
※平成 28 年 4月 1日から建退共制度が一部変更に
　なりました。
1.退職金の予定運用利回りが2.7％から3.0％に変更。
2. 退職金の不支給期間が掛金納付月数 12 月未満に
　緩和。
3. 被共済者による移動通算の申出期間が 3年以内に
　まで延長。
4. 移動通算できる退職金額の上限が撤廃。

問い合わせ：建設業退職金共済福井県支部
      TEL   0776-24-1015

　平成 19 年 10 月 1日 ( 郵政民営化 ) より前に預け
られた定額郵便貯金等の払い戻しには期限があるこ
とをご存じですか。
　これらの郵便貯金は満期後 20 年 2カ月経つとお
客さまの権利が消滅し、払い戻しが受けられなくな
ります。
　この機会に、満期を過ぎた郵便貯金証書や通帳が
ご自宅やご実家に眠っていないか、ご家族の分も合
わせてご確認ください。
　払い戻しのお手続きはお早目に。

問い合わせ：
郵便局の窓口、ゆうちょ銀行店舗

またはゆうちょコールセンター　TEL  0120-108-420

クマ出没注意 !

若狭町内において、クマの目撃情報が
多数寄せられております。

クマの出没に十分注意してください。

クマに遭遇しないために…
■一人で山に入らない
■くま鈴やラジオなど音の出るものを身に着けて
　行動する
■明け方・夕暮れはクマが活発に活動するため、
　特に注意する
■クマの出没している山に入らない

※クマの出没情報については
　こちらからも確認できます
　https://tsukinowaguma.pref.fukui.lg.jp
※クマを目撃した際には下記連絡先までご連絡くだ
さい。

問い合わせ：農林水産課　TEL  0770-45-9102

無くそう、逆走！

中日本高速道路株式会社（NEXCO中日本）
金沢支社では、高速道路の逆走防止に

取り組んでいます。

■高速道路の逆走は、全国でおよそ 2日に 1回
　発生しており、逆走による事故は、高速道路
　での事故全体に比べて、死亡事故となる割合
　が約 40 倍に跳ね上がります。

■高速道路は一方通行です。ご利用の際には、
　進行方向を標識などで確認し、指定された方
　向に進みましょう。

あなたも関わるかもしれない身近な問題。
逆走は命にかかわる危険行為です。

逆走しない、させない、事故にしない。
NEXCO中日本からのお願いです。

問い合わせ：中日本高速道路株式会社 金沢支社
TEL  076-249-8632
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̃あなたの笑顔が輝きますように̃

子ども若者総合相談窓口開設
くらしに健康と生きがいを！

いつまでも健康で充実した生活が過ごせることを
目指し、「ふくい健康長寿祭 2017」を開催します。

ぜひご参加ください。

■日時：9月 16 日（土）9：30 ～ 15：30
＜勝山市教育会館＞　
○体験：ペーパークラフト、バルーンアートほか
○健康チェック：姿勢・バランス評価、ロコモティ
　ブシンドローム、認知症判定、体力測定、物忘れ
　度チェック、健康相談

＜勝山市民会館＞　
○国体スポーツ体験：吹き矢、ノルディックウォーク　
◯障害者スポーツ体験：卓球バレー、フライングディスク

※ご来場先着 1,000 名に粗品をプレゼントします。
　また、スタンプラリーで全てのスタンプを集めた
　方先着 400 名に食事コーナー等割引券（300 円分）
　をプレゼントします！

　問い合わせ：福井県社会福祉協議会地域福祉課
TEL  0776-24-2433

ふくい健康長寿祭２０１７

若狭町では、
子どもから若者 (0 歳～おおむね 40 歳 ) と、
その家族の方を対象に総合相談窓口を設置し、
来所相談・電話相談を受け付けています。

　自分自身のこと、ご家族のことなどで悩みごと
を抱えておられる方、「どうしたらええんやろぉ
…」と、ひとりで悩んでいませんか？
　そんなとき、少し勇気を出して、こちらまでお
電話ください。

※個人の秘密は固く守ります。
※相談者の年齢は問いません。

問い合わせ：福祉課  子ども・若者支援室
TEL  0770-62-2704

消費生活トラブルに関する専門家相談会

福井県嶺南消費生活センターでは、
弁護士・司法書士による「無料専門家相談会」

を毎月 2回、開催しています。
内容や相手方によってはお受けできない場合が
ありますので、まずはお電話にてご相談ください。

■時間：14：00 ～ 16：00
■定員：各回 4名 ( 先着順 )
■日程：
【弁護士相談】
◯敦賀市消費生活センター
9月 4日 ( 月 )・ 12 月 4 日 ( 月 ) ・3 月 5日 ( 月 )
◯福井県嶺南消費生活センター
10月5日(木)・ 11月2日(木) ・1月4日(木)・ 2月1日(木)

【司法書士相談】
全て福井県嶺南消費生活センター
9月 28 日 ( 木 ) ・10 月 26 日 ( 木 )・ 11 月 30 日 ( 木 )・
12 月 28 日 ( 木 )・ 1 月 25 日 ( 木 )・ 2 月 22 日 ( 木 ) ・
3 月 22 日 ( 木 )

問い合わせ・申し込み：
福井県嶺南消費生活センター　TEL 0770-52-7830

認知症研修会のお知らせ

福井県立すこやかシルバー病院では、認知症に
関する知識と技術の普及・啓発を進めることを
目的に、県民を対象に研修会を行っています。

■会場：福井県立すこやかｼﾙﾊﾞｰ病院 2階会議室
　　　　( 福井市島寺町 93-6)
■参加費：無料
■定員：各 50 人

　○ 9月 1日 ( 金 )13：30 ～ 15：00
　　「認知症に関する制度と相談窓口」
　○ 9月 5日 ( 火 )13：30 ～ 15：00
　　「認知症の基礎知識と介護のポイント」
　○ 9月 6日 ( 水 )13：30 ～ 15：00
　　「認知症を予防しよう！」
　○ 9月 8日 ( 金 )13：30 ～ 15：00
　　「認知症の方の食事、排泄援助」

申し込み：福井県立すこやかシルバー病院
TEL  0776-98-2700 ( 担当：舟木 )
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看護学生を募集します

〈推薦・社会人〉
■受付期間：10 月 2日（月）～ 10 月 13 日（金）
■試験日：10 月 21 日（土）9：00 ～
■科目：現代文・小論文・面接
■試験会場：公立若狭高等看護学院
■合格発表：11 月２日（木）

〈一般（前期）〉
■受付期間：11 月 20 日（月）～ 12 月 1日（金）
■試験日：12 月 9日（土）8：30 ～
■科目：
　現代文・数学Ⅰ・英語Ⅱ・小論文・面接
■試験会場：公立若狭高等看護学院
■合格発表：12 月 22 日（金）

問い合わせ：公立若狭高等看護学院　TEL  0770-52-0162

〈一般（後期）〉
■受付期間：
　平成 30 年 1月 22 日（月）～ 2月 2日（金）
■試験日：
　平成 30 年 2月 10 日（土）8：30 ～
■科目：
　現代文・数学Ⅰ・英語Ⅱ・小論文・面接
■試験会場：公立若狭高等看護学院
■合格発表：平成 30 年 2月 23 日（金）

公立若狭高等看護学院では、平成30年4月入学の受験生を募集しています。

福井県地域防災リーダー養成研修のお知らせ

■対象：
　防災活動に意欲のある地域の防災リーダー、
　自主防災組織や自治会の構成員

■申込み方法：若狭町環境安全課を通じ申込み
　（研修日の約 1ヶ月前まで。定員になり次第〆切）

■受講条件：
　①研修当日までに県が事前に示した科目に関す
　るレポートを提出すること（研修当日の受付時に
　提出）
　②研修日の前後に各消防署が実施する「普通救命
　講習」等を受講・修了すること（試験合格後の資
　格証の申請時に修了証の写しを添付）
　③地域の防災活動に積極的に参加すること

問い合わせ：若狭町環境安全課　TEL  0770-45-9126

■費用：8,000 円

■定員：100 名程度

■開催日：

【第 1回】10 月 21 日（土）、22 日（日）
鯖江市文化センター 講堂（鯖江市東鯖江 3-7-1）

【第 2回】11 月 11 日（土）、12 日（日）
美浜町保健福祉センター  はあとホール
（美浜町郷市 25-20）

【第３回】　12 月 2日（土）、3日（日）
福井県立大学　永平寺キャンパス  108 大講義室
（永平寺町松岡兼定島 4-1-1）

福井県では、地域防災力の向上を図るため、防災士の資格取得ができる
地域防災リーダー養成研修を実施しております。
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4　「アクティビティ熊」の苔玉
5　若狭能倉座展
6　勾玉づくりにて
7　梅の里小 梅ジュースづくり

今月の表紙

1　明倫地区子ども大会にて
2    熊川いっぷく市
3　梅の里保育園 うなぎ放流

○先月号 2P掲載の橋本ひとみさんの姓に誤表記がありました。
　訂正してお詫びいたします。

POPULATION  POPULATION  POPULA
( 8 月1日現在 )人 の う ご き

人　口　15,318 人 (前月 -12)(前年 -221)
　　　　　　　（男 7,359 人　女 7, 959 人）

世帯数　 5,030 世帯 (前月 -1)(前年 -31)

INFORMATION

★納期限までに納めましょう。
★集落集金の方は、区の集金日となります。
★口座振替の方は、残高の確認をお願いします。

TAX　TAX　TAX　TAX　TAX　TAX
( 9 月 )納付のお知らせ

　　 項目　　        　 期別　　   　   納期限

国民健康保険税　  第 3 期　　10 月 2日 ( 月 )

 　  9月の口座振替日　            9 月 25 日 ( 月 )

           1     

 2       　3                

 5     6       7

4

竹村　嘉明 　 平塚　香梨

山本　喜廣　　　     内田  あさみ

WEDDING 　WEDDING　WEDDING　WED
ご 結 婚

( 杉山 )

( 有田 )

さん

さん

さん

さん

THANKS 　THANKS　THANKS　THANKS
あ り が と う

◇ふるさと納税（7月）

藤本　文俊  様
中川　貴臣  様
中村　義智  様
一村　大輔  様
木村　  聡　様

大江　良治　様
寺村　康史　様
  林　    衛       様
匿名  27 名     様

合計 530,000 円

赤 ち ゃ ん ( 7 月届出 )

BABY　BABY　BABY　BABY　BABY
性別

あでる

■業務場所：
　税務住民課    （三方庁舎）  TEL  0770-45-9106
    上中ｻｰﾋﾞｽ室（上中庁舎）TEL  0770-62-2700

■取扱い業務内容：
　住民票、印鑑証明（登録）、戸籍等の交付
　および所得・課税・評価証明書、納税証明書等
　の交付

※他市町村や関係機関への照会・確認が必要な場
　合等、即日対応できない場合がありますので、
　ご不明な点は事前にお問い合わせください。
※お勤め等で開庁時間に来庁できない方は、ぜひ
　ご利用下さい。

毎週金曜日 午後 7時まで
窓口業務を延長しています

いと

こうき

けいご

くうや

れん

みく

ひかり
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くらしのカレンダー
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■子育てのこと ■相談ごと ■健康のこと

※ストレス・心の相談は随時受付 ( お問い合わせは子ども・若者支援室 TEL 0770-62-2704 まで )
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文 芸 ひ ろ ば

このコーナーでは、3歳を迎える町内にお住まいのお子さまに登場していただいています。
なお、ご応募いただいた方のみ掲載しています。今回は平成 26 年 9月生まれの 3歳になるお子さまです。

▲鳥居 弥
や え か

永佳 ちゃん
9月 19 日生まれ（北前川）
親：功二郎・真理さん

3歳おめでとう！これからも
いっぱいあそぼうね☆

Ｐ Ｌ Ａ Ｚ Ａ
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３ 歳 で ー す
掲載者募集中でーす

▲髙橋 桃
もも な

愛 ちゃん
9月 7日生まれ（海士坂）
親：亘・直美さん

ドラえもん大好き。三姉妹の
末娘ももちゃんです！！

▲島津 結
ゆ わ

羽 ちゃん
9月 22 日生まれ（井崎）
親：孝太・沙苗さん

みんなとお話するのが大好き♡
元気に大きくなってね！

▲藤井 智
とも い

惟 くん
9月 22 日生まれ（上瀬）
親：浩一・ゆかりさん

かずちゃん、そらちゃん、
遊んでくれてありがとう！！

■応募締切：８月 31 日（木）必着 ■問い合わせ・応募先：総務課  Tel：0770-45-9109 / Mail：soumu@town.fukui-wakasa.lg.jp
次回は平成 26 年 10 月生まれのお子さまが対象です。
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「年縞・健康、しまっていこう」訪問

―食生活改善推進員になり活動を始められたきっかけは？

　人間って、一生食べていかなあかんでしょう？口
から入るものが一番大事。自分や家族の、口から入
るものが、安全でおいしいものだったらいいなと
思ってきました。「仕事を辞めたら食に関すること
をしたい、料理のレパートリーも増えるといいな」
と思っていた頃に、食生活改善推進員活動に誘われ
たのがきっかけです。

私たちの健康は、私たちの手で。
私たちは「食生活改善推進員」です。
からだと食のことを学び、作り、伝えていきます。

―具体的にはどういった取り組みを行っていますか？

　今年は「減塩」をテーマに、役場保健医療課の栄
養士さんや保健師さんと勉強しています。“ 人間は
海から生まれた ”って皆さんご存知でしたか？私は
初めて知りびっくり！「人間のからだ」と「塩」の

―これまでの取組で効果が期待できることはありますか？
　私の食に対する意識が変わりました。私たちは今
後、女性の会など若い世代の方とも、講習会を通じ
活動していきたいと思っています。お気軽にお声か
けくださいね。

関係と歴史、血圧はなぜ上がるのか等について学ん
でいます。
　学んだ後は各家庭や地区での実践です。会員一人
ひとりに配布した「塩分計」を使って我が家の塩分
チェック。そして地区での講習会。依頼を受けてう
かがった気山のサロンでは、ネギやきな粉を使って
風味豊かなスープを作り、みんなで食べました。「薄
味で物足りないかも？」と心配もしましたが、減塩
食を味わっていただきました。

健康寿命を延ばす４つのポイント &若狭町での取り組み

みそみ地区「公民館で運動教室」→去年始まった運動教室を今年も継続します。

食生活改善推進員「第２回研修会、料理講習会」→地域に減塩食を広げていきます。

若狭町役場「公共施設の出入り口付近での受動喫煙防止」→喫煙場所を変更します。

10 月号のミニコラムでご紹介します、お楽しみに！

運動

食事

禁煙

クスリ

①

②

③

④

【９月１日（金）～９月３０日（土）は「健康増進普及月間」です】
働き盛りの死亡や認知症・寝たきりを防ぐために、私たち一人一人が自分でできる生活習慣の改善を考えてみよう。
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私たちが人権擁護委員です

今年の人権擁護委員のみなさん（左から）竹内傳太夫 ( 持田 ) 岡本繁夫 ( 有田 ) 
橋本須美子 ( 無悪 ) 山田政孝（相田）久保やす代 ( 成出 ) 𠮷田正 ( 東黒田 )

左近さん（左）と河村さん（右）

　7 月 9 日、わかさ東商工会のあきんどまつり
が盛大に開催されました。
　オープニング早々、広場は食べ物を買う人、
五湖レンジャーを観ようと場所取りをする人、
テーブルで食事を楽しむ人など大勢の人が会場
に集まっていました。
　今年は、わかさ東商工会が設立されて 10 周年
となることもあり、出店数も多く、来場者はこ
こ数年でも多い方になったそうです。
　今年の開催テーマは「フュージョン」。様々な
ものが融和するというテーマのもと、各店で買っ
た具材をどんぶりに載せて食べるフュー丼も好
評で、丼を持って歩く人の姿も見られました。

「フュージョン」テーマで大盛況！

恒例の五湖レンジャー登場で会場の熱気はピークに！

　7 月 4 日、人権擁護委員の委嘱伝達式と、感
謝状の贈呈が行われました。
　感謝状は、4期 12年委員を務めた左近初惠 (井
ノ口 ) さんと、1期を終えた河村平右衞門さん（相
田）に手渡されました。
　左近さんは「合併と同時に任務に就きました。
小学校の人権教室で紙芝居をし、打ち合わせ、
研修、練習を繰り返したことが思い出深いです」
と話し、河村さんは「子ども人権電話相談など
も担当し、責務の重大さを感じた 3年でした」
と感想を述べました。
　新たに、山田政孝さん、橋本須美子さんが委
員に委嘱されました。

〈人権擁護委員の活動〉
・啓発グッズの配布
・学校での人権啓発、人権ポスター・作文の募集を依頼
・SOS ミニレターへの返信（児童が周囲に言いづらい
　ことを手紙に書き、法務局を通じて委員が受け取る）　
・小学校で人権啓発の紙芝居
・毎月第 2水曜日の人権相談（ご近所トラブルなど身
　近な相談に応じる）
・年 4回の子ども人権電話相談（いじめなどの相談に
   のる）
※活動については守秘義務があるため、個人の情報は
　守られます。
※相談では委員が解決方法を見つけるというより、解
　決に向けた選択肢を提示し、相談者が希望する方法
　に適した専門機関へとつなぐ手助けをしています。
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　6 月 29 日、梅の里小学校 1・2 年生 17 人が、
梅ジュースづくりに挑戦しました。西田公民館が
行っていた行事に、西田・西浦地区の民生委員が、
子どもたちとふれあう機会を増やしたいと協力を
申し出て、毎年行っています。
　児童たちは民生委員さんに教わりながら、ヘタ
を取り、ペーパーで梅をひとつずつ拭き、竹串で
梅の表面に穴をあけ、砂糖と交互に瓶に詰めてい
きました。1年生の前田杏さんは「とっても楽し
かった」と、日付と名前の書かれたシールを瓶に
貼って、嬉しそうに見せてくれました。
　出来上がった梅ジュースは約 1ヶ月半で飲める
ようになり、夏休み後半にはそれぞれの家庭で楽
しむことが出来るようになります。

竹串で穴を開けています。みんな真剣！

手づくり梅ジュース完成楽しみ 

山のように積まれたシソの葉を一枚一枚手でもぎ取っていきます

梅干しづくりでシソ投入だ！

　三方小学校 6年生 25 人が、梅干しづくりをし
ています。6月中旬に梅をもぎ、塩漬けを行い、
7月 12 日に、塩漬けした梅の樽に、シソを入れ
る作業をしました。シソは保護者から提供を受
けた物と地元で買ったものを合わせ、漬けてあっ
た 68kg の梅に入れました。
　もいだシソに塩を入れ揉み、出たあく汁を捨
てる作業を繰り返しました。最後に梅樽から取っ
た梅酢を入れると綺麗な赤紅色になり、児童た
ちは歓声をあげていました。
　三宅杏奈さんは「シソを取るのが大変でした。
シソもみをしている間は黒っぽい汁が出ていた
のに、梅酢を入れたとたんに綺麗な紅い色になっ
てびっくりしました」と驚いていました。

網でガサゴソと畦の周辺をさぐっています

生き物調査で身近な環境学ぶ

　7月 14 日、鳥羽小学校 5年生の 20 人が、田
んぼの周りの生き物調査を行いました。
　この日は、海士坂の保志公平さんと、島光毅
さんの田んぼの畔周辺にいるカエルの数を数え、
畔 100m辺りにいる数を算出しました。
　数日前には、学校横のコウノトリ米を栽培し
ている田んぼでも調査を行い、どれくらいの違
いがあるのか比較しました。
　児童たちは網やバケツ、虫かごを持ち、田ん
ぼの畦を歩きながら畦の周辺をさぐり、飛び出
したカエルや昆虫を捕まえました。
　2学期以降は、今回の調査結果と他の市町の
情報などを元に、鳥羽地区の環境を考察してい
く予定です。
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神秘的な能の世界を味わって

貴重な衣装も間近で見ることができます

　「若狭能倉
くら ざ

座  能を継承する者たち」が、歴史文化
館で開催中です。3月 3日、「若狭能倉座の神事能」
が国選択の無形民俗文化財になったことを記念し、
能の歴史や内容を紹介しています。
　現在、倉座には、83 代座長の福谷喜

きよし

義さんをはじ
め 50 ～ 80 代の男女 19 人が所属しています。 かつ
て若狭地方には４つの座がありましたが、現代まで
伝承しているのは倉座のみ。毎年 8月 19 日・20 日
の宇波西神社、彌

み み

美神社（美浜町）の他、町内各地
で演じられています。 
　同展では、「太夫」が演じる「一人翁」や小浜藩
主愛用の衣装、それぞれの演目の唄本や免状など貴
重な資料を展示し、神聖な能の世界に迫ります。
　　　　　　　　　（展示期間：8月 31 日（木）まで） 

今年の漁協の放流予定 90kg のうち 14㎏約 400 匹を放流しました

にゅるにゅる「うなぎ」湖へ

　7月 19 日、梅の里保育園の年長さん 23 人が
うなぎの放流をしました。この催しは、うなぎ
の放流を通じて湖に関心を持ってもらい、子ど
もから親へと関心を広げてもらいたいと、海山
漁業協同組合が毎年企画しているものです。
　約 30cm のうなぎは水槽の中でも大暴れで、
フタを開けたとたん次々と飛び出しました。子
どもたちが持ったバケツの中からも勢いよく飛
び出すため、水槽から水際に移動する間にも、
たくさんのうなぎが湖岸を這い回っていました。
　元田帆

ほづ き
月ちゃんは、うなぎを追いかけ放流し

た後「うなぎはにゅるにゅるしていた」と話し
ていました。

「今日はどちらから？」気さくな山内かぶらちゃんの会のみなさん

　7月 16 日、道の駅 若狭熊川宿で「熊川いっぷく市」
が開催され、若狭町の新鮮な野菜や特産加工品など、
多様なブースが出店しました。 
　「熊川葛振興会」の目にも涼しい熊川葛まんじゅ
う、「山内かぶらちゃんの会」の特製コロッケ、「エ
コファームみかた」の梅サイダーなども人気で、県
外からドライブの途中に立ち寄った来場者が、出店
者との会話を楽しんでいました。
　小浜市の鯖寿司や、日本最古の醤油蔵元による醤
油加工品も注目を集めていました。 
　熊川いっぷく市は今後も 3月～ 11 月の最終日曜
日に開催予定で、次回は 8月 27 日（日）です。

美味しいもんでいっぷくしてね！
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「捕ったよー！」「わぁ見せて！」元気な声が響きました

　夏の太陽が照りつける 7月 22 日、明倫地域づく
り協議会主催による「明倫地区子ども大会」が開催
され、子どもから大人まで約 70 人の参加者が地元
「串小川」で川遊びを楽しみました。 
　子どもたちはまず、元三方小学校校長の小嶋明男
さんから川の生き物について学びました。 川に多く
生息するカワムツやタカハヤ、子どもたちもよく知
るドジョウ、スジエビ、ヤゴなどのほか、珍しいカ
ジカの姿も写真で確認しました。 
　川に入った参加者は、草の根元をタモ網で探って
生き物を探しました。間も無くあちらこちらから「捕
まえた！」という歓声があがり、最後にバケツいっ
ぱいに泳ぐ魚の観察会を行いました。 
　「昔は堤防が土だった、よく遊んだ」と、大人も
童心にかえって川遊びを楽しんでいました。 

生き物いっぱい！涼しく川遊び

　若狭町の行財政運営の更なる効率化を実現す
るため、若狭町行財政改革懇談会を開催しまし
た。
　懇談会は、福井県立大学地域経済研究所所長
の南保勝教授を会長とし、町内の有識者等 9名
で構成されます。
　7月 26 日に第 1回目の会議が開催され、若狭
町の財政状況について意見交換等を行いました。
　今後、健全な行財政のあり方を検討し、若狭
町行財政改革プランを策定する予定です。

健全な行財政を目指します

若狭町役場三方庁舎で開催された懇談会の様子

世界にひとつアクセサリー完成！

石を削っている時は、大人も子どもも同じ表情！

　7 月 23 日、若狭町歴史文化館で「まが玉アクセ
サリーづくり」が開催され、27 人が参加しました。
　参加者は歴史文化館サポーターの指導のもと、滑
石という柔らかい石をコンクリートブロックや紙や
すりで削り、好きな形の勾玉に仕上げていきました。
削り終えた石はビーズと一緒に革ひもに通し、オリ
ジナルのネックレスが完成しました。
　初めて勾玉づくりに挑戦した吉田葉月ちゃん（小
2）は、色とりどりのパステルカラーで勾玉に色を
塗りました。「カーブを作るのが難しかったけど、
上手にできたので嬉しい。夏休みはネックレスをつ
けて遊びたい」と、充実の笑顔で話してくれました。
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